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なぜ「日本国民」は敗戦によっても変わらなかったのか。 

帝国の記憶を選択的に忘却しつつ、今も旧宗主国民としての自意識をあからさまに保持し続けている現代日本 

の原点を見つめ直す。 

 

〈著者紹介〉五味渕典嗣（ごみぶち のりつぐ）：1973年生まれ、早稲田大学教授 

 

～版元から～ 「1945年 8 月 15日」は長きにわたって帝国日本の〈終わり〉の日、戦後日本の〈始まり〉の日 

と意識されてきました。しかし、この終わりと始まりは、他のありうべき〈終わり〉をあらかじめ排除した上で 

スタートした〈始まり〉でもあったのではないでしょうか。戦争の中で戦後を想像し、戦後の時間から戦争下の 

生を見つめ直した文学者や思想家のテクストを手がかりに、「玉音」から始まる「8・15」の物語、戦後日本の 

「建国神話」からの脱却を目指します。 
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